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1 は じめに

平成 1 3 年度国立学校等技術専門職員研

修が 7 月 2 4 日か ら 2 7 日の 4 日間 , 名古屋

大学と名古屋工 業大学を会場 に して開催さ

れた . 参加者は東海 ･ 北陸地 区の 大学等か

ら 3 3 名の参加者があり , 本学からの参加者

は工 学部から 2 名で ある . 以下 , 研修日毎

に分けて研修内容及び所感等を記す .

2 研修内容及 び所感

2 - 1 研修第 1 日

初日は同研修の他 コ
ー

ス であ る生物 ･ 生

命コ
ー

ス , 情報処理 コ
ー

ス参加者を交 えて ,

名古屋大学国際開発研究科多目的オ ー ディ

トリア ムにて総勢 10 0 名近 い 大人数で の 開

催とな っ た . 主に専門分野の 内容ではなく

行政関係の 講義が 三 つ 開かれた . 普段 , 技

術職員と して専門業務 に携 わ っ て い る関係

か ら , 公務員と し の基本的なも の を確認す

る事がで き興味を持 っ て 講義を受けさせ て

頂い た . そ の後 , 全体の 懇親会が 開かれ各

大学毎の紹介も あり , 和やかな雰囲気 の 中

素晴らし い ひ と時を過 ごす事がで きた .

2 - 2 研修第 2 日

二 日目からは コ
ー ス毎に開催場所 が変わ

り , 物理 ･ 化学 コ
ー ス は名古屋 工 業大 に移

動 して の研修とな っ た . 午前中は 二 つ の 講

義で , 午後か ら実習をおこ な っ た . 実習は

物理 , 化学で分かれ , か つ 6 名前後の 小グ

ル
ー プで実習を受ける事に な っ た . 実習テ

ー

マ は ｢ シリ コ ン基板上の 薄膜ヤ ング率測

定｣ で あり , 著者自身の 業務に関係す る事

もあり大い に参考になる内容で あ っ た .

2 - 3 研
･修第 3 日

三 日目は , 前日に引き続きテ
ー

マ を変え

て の 実習がお こ なわれた . テ
ー

マ は ｢ 透過

電顕 による薄膜の 断面観察｣ で あり , 今テ

ー

マ も著者自身の技術業務に共通す るも の

で あり改めて 電子顕微鏡に関 して勉強させ

て頂き理解 を深め させ て頂 い た . 午後か ら

は , 場所 を東海市の新 日銭資源サイ ク ルセ

ンタ ー

に移動 して の 工場見学をお こ な っ た .
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4 研修第 4 日

最終日は柳田学長の 講義を中心 に 2 つ 開

かれ , 午後は専門職員研修から取り入れら

れて い る ｢ 先輩講和｣ と , おそらく始めて

の 企画で あると思われる ｢ 討論会｣ が行わ

れた . 討論会で は
, 事前に参加者 へ の ア ン

ケ ー トを行 い話題は絶 える事は無か っ た .

懇親会の 交流と違 い , 多く の情報が 正確 に

得 られた事は今後の研修 の あり方を考えた

場合参考になる と思われた .

3 おわ りに

四日間とい う長 丁場の 研修で あ っ たが ,

振 り返 っ て みて モ チ ベ ー シ ョ ン を常に維持

し つ つ 各講義を受ける事が 出来たように思

う . こ れは , 講義の バ ラ ンスを考慮 した研

修企画力に よる事が大 い に影響 して い ると

痛感 した . また, 実習 の あり方 におい て も

細やかな指導が可能な少人数グル ー プで の

実習が効を奏して い る と思う . 今後 , 本学

で 行う研修企画に大い に参考に させて 頂く

つ もりで あ る . 最後に本研修を企画された

名古屋大学 ･ 名 古屋 工 業大学 の 関係者の

方 々に深く感謝申 し上げて 本報告を終わる .
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